
平成26年3月

暦の上では春となったものの、いつまでも続く寒さに

ちょっと気がめいっていた頃。

七段の雛人形が飾られ、楽しいひな祭りのイベントが

行われました。ご入所の方とスタッフが一緒になって、

手作りの寸劇『大きなかぶら』を演じたり、みんなで

歌を歌ったり、明るい笑い声に包まれました。

桃 の 節 句

わたしたち一生懸命

ロシアの民話

『大きなかぶら』を

演じているところです。

足 湯



お

あすなろ旭では、毎月お誕生会を開いています。

スタッフがお一人お一人に心をこめて、メッセー

ジ入りの色紙をお贈りします。

いくつになっても、なぜか心躍る日、それがお誕

生日なんですね。

誕 生 日

卒

３月といえば卒業の季節。

卒業式といえば、昔は『蛍の光』と『仰げば尊とし』が

定番でしたが、今ではすっかり様変わりしたよう。

『贈る言葉』や『卒業写真』などが人気の時代も

ありましたが、今はさらに進化して、レミオロメンの

『３月９日』やいきものがかりの『YELL』、『旅立ちの

日に』などが人気だそうです。ご存知ですか？

桜 梅 桃 李
『桜梅桃李』（おうばいとうり）と読むそうです。

この季節、桜、梅、桃、李（すもも）などいろいろな花が

咲き乱れます。桜には桜の、梅には梅の、桃には桃の

また、李（すもも）には李（すもも）の良さがあり、それぞ

れの美しさがあるという意味です。

人もそれぞれに個性があり、誰に似ることもなく自分

らしさを持てばいい・・・そんなこの季節にふさわしい諺

のような気がします。

業 ソ ン グ

手 芸 倶 楽 部

花見だんごを

作っています。


